
第 123回 １８４８年革命 

 

１ フランス二月革命 

 

 

 

    

☆（      ）（1830～1848年） 

◆（        ）（在位 1830～1848年） 

・この時代、フランスでも産業革命をむかえたが、格差が拡大していた。 

 →労働者は、選挙権を求めて（          ）を行っていた。 

     ※選挙法改正を目的とする集会を、改革宴会という。 

・七月王政のギゾー首相は、これらの運動や集会を禁止した。 

    →（     ）年 2月、パリで暴動が発生し七月王政は崩壊した。 

   ※この革命を（       ）という。 

 

 

 

 

 

 

２ 二月革命が外国に与えた影響 

 

 

 

 

＜オーストリア＞ 

・1848年、（          ）が起こり、自由主義と憲法が要求された。 

 →（            ）してロンドンに亡命した。 

 

・1848 年、（          ）では、パラツキーがスラヴ民族会議を開催し、

オーストリア帝国内に住むスラヴ系民族の自立を求めた。 

・1849年、（       ）では、（        ）が独立運動を行った。 

 →クロアティア人の反発や、オーストリア軍とロシア軍の介入によって鎮圧された。 

 →その後、オーストリアでは新絶対主義と呼ばれる反動体制となった。 

 

 

 

 

・19世紀前半、ヨーロッパで人口が増加したが、凶作と不況で貧困層が増大した。 

・フランスでは、1830 年の（       ）の後、オルレアン家のルイ=フィ

リップが王位についていた。 

・フランスで二月革命が起こると、ヨーロッパ各地にその影響が広がっていき、

ウィーン体制は実質的に崩壊した。 

 ※各地の民族運動を「       」もしくは（        ）という。 

ルイ=フィリップ 
オルレアン家は、
ブルボン家の親
戚である。 

歴史家としても有名
で、『ヨーロッパ文明
史』という著作があ
る。 
「選挙権が欲しけれ
ば金持ちになれ」
は、失言だった。 

オーストリア宰相メッテルニヒ                 パラツキー                      コシュート 

ギゾー首相                        二月革命                       

 

この革命は、社会主
義者が参加していた
ことに特徴がある。 
発明されたばかりの
電信で、ヨーロッパ
中に革命の情報が
伝わった。 

Mr.ウィーン体制メ
ッテルニヒの亡命
により、ウィーン体
制は事実上崩壊し
た。オーストリアが
多民族国家である
ことに注目。 

本職は歴史家で、
チェコでは「民族の
父」と呼ばれる英雄
である。 
ハンガリーとは違
い、独立を目指した
わけではない。 

ポーランドのコシュー
シコと名前が似ている
ので注意。 
一時は、完全な自治
や憲法を認めさせた
が、ロシア軍の介入
により挫折した。 

アメリカの発明家。 
1840 年に電信の特
許を取り、1861 年
には、ニューヨーク
とサンフランシスコ
を、電信で結んだ。 



＜ドイツ地域＞ 

・1848年 3月、（      ）で反乱が起きた（ベルリン三月革命）。 

→各地で憲法制定とドイツの統一を求める運動が起こった。 

      →ドイツ統一のため、（            ）が開催された。 

      →しかし統一の方法をめぐってもめ、またプロイセン王がドイツ皇帝と

なることを拒否したため統一はならなかった。 

     ・1850年には、保守的なプロイセン欽定憲法が一方的に発布された。 

 

＜イタリア＞ 

     ・1849 年、（          ）のカルロ=アルベルトが、イタリア

統一を目指してオーストリアと戦ったが敗れた。 

・また（        ）を率いる（        ）は、1849年、

（         ）を樹立したがフランス軍の攻撃によって倒れた。 

 

＜その他＞ 

・イギリスでは労働者が選挙権を求める（          ）が最高

潮となり、ロシア支配下のポーランドではクラクフで暴動が起きた。 

 

３ 第二共和政の成立 

 

 

 

 

☆（        ）（1848～1852年） 

・臨時政府は、労働者のための委員会や失業者のための（        ）を設置

するなど、社会主義的な政策を進めた。 

 →農民には全く支持されず、（         ）で社会主義勢力は大敗した。 

 

 

 

 

 

 

・1848年 6月、国立作業場が廃止されると、今度は労働者が暴動を起こした。 

  ※これを（       ）という。 

 →アルジェリア征服で活躍したカヴェニャック将軍によって鎮圧された。 

 

  ・1848年 12月、混乱の中で行われた選挙で無名の新人（         ）

が大統領に当選した。 

詩人ラマルティーヌ             社会主義者ルイ=ブラン                  国立作業場 

フリードリヒ=ヴィルヘルム４世 
名前長すぎ。臆病なの
にキレやすいという面倒
な性格である。 

マッツィーニ 
どちらかといえば理
想主義者であり、現
実が見えていないと
ころが欠点か。 

・フランスでは、ルイ=フィリップが亡命した後、（      ）が成立した。 

→共和主義者で詩人のラマルティーヌや、社会主義者の（       ）が

中心となった。 

 

ロマン主義（派）の詩
人であったことから、
相当しゃべりがうまか
ったらしく、「黄金のハ
ープ」と呼ばれた。晩
年は借金まみれに。 

空想的社会主義
者。第 122 回で
初登場。 
なぜ社会主義者
が、農民から支
持されなかった
のかを考えよう。 

現在でいう公共事
業である。主旨は
立派だったが、仕
事もないのに、給料
だけが支払われる
という、どうしようも
ない状態となった。 


